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松
　
　
本
　
　
光
　
　
隆

は
じ
め
に

一
、
注
釈
の
典
拠
の
異
同
に
よ
る
訓
読
法
の
異
同

二
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
の
訓
読
に
お
け
る
「
L
」
符
号
よ
り
見
た
顔

師
古
注
の
利
用

三
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
失
点
と
墨
点
と
の
訓
読
法
の
異
同

四
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
朱
点
に
お
け
る
訓
読
の
方
法
と
墨
点
の
加
点

意
図

五
、
史
書
に
お
け
る
注
釈
活
動

お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

漢
文
訓
読
、
中
で
も
特
に
漢
籍
の
訓
読
と
い
う
営
為
は
、
訓
話
、
つ
ま
り
、

原
文
の
注
釈
と
い
う
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
訓
話
の
有
様
は
、
日
本
語
と
し
て
の
漢
文
訓
読
文
と
い
う
文
章
の
成

立
に
大
き
な
影
響
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
漠
籍
の
訓
読

に
お
い
て
は
、
中
国
で
成
立
し
た
注
釈
書
の
利
用
と
、
訓
読
の
有
様
を
相
関
的

に
把
握
し
て
論
ず
べ
き
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
字
訓
、
す
な
わ
ち
、
漢
字
と
和
語
と
の
対
応
関
係
を
問
題
と
す
る
場

合
、
訓
点
資
料
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
は
、
字
訓
の
成
立
そ
の
も
の

に
関
わ
る
基
本
的
問
題
で
あ
ろ
う
と
考
与
ら
れ
る
。

訓
読
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
は
、
常
識
的
に
も
考
え
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
漢
文
訓
読
語
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
詳
細
な
検

討
を
加
え
た
も
の
は
見
出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
謹
書
楊
雄
伝
天

注
l

暦
二
年
点
を
中
心
に
、
訓
読
と
注
釈
書
の
利
用
と
の
関
係
を
問
題
に
論
じ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

l
、
注
釈
の
典
拠
の
異
同
に
よ
る
訓
読
法
の
異
同

漢
文
訓
読
に
お
い
て
は
、
同
一
の
原
文
に
対
す
る
注
釈
内
容
に
異
同
が
存
在

す
る
場
合
、
複
数
の
異
な
っ
た
訓
読
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

例
え
ば
、
利
用
さ
れ
た
注
釈
書
が
異
な
る
た
め
に
訓
読
法
が
異
な
る
例
は
、

，
チ
シ
ツ
ム
本
注
意
　
を

呵
退
コ
溜
▲
今
慧
八
音
二
金
沢
文
鼻
水
詳
密
愛
至
二
・
尚
至

〇
本
注
目
密
静
云
ミ
　
（
上
欄
古
人
孔
安
国
注
）

○
退
絶
也
密
止
也
（
本
文
割
注
）

の
如
き
例
が
あ
る
。
こ
の
例
で
は
、
右
傍
訓
の
「
シ
ツ
ム
　
太
注
意
」
と
あ
る

も
の
が
、
上
欄
書
人
の
孔
安
国
注
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
左
傍
訓
の

「
ト
ゝ
ム
　
今
注
意
」
は
、
本
文
割
注
に
よ
っ
た
訓
読
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
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ま
た

ノ
ト
ル

脚
、
形丁

，
ハ
ル
注
意

に

　

　

　

　

＊

干
四
海
　
　
（
上
欄
）
刑
才
乍
（
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
巻
第

九
・
孝
琶
）

○
刑
法
也
百
姓
技
其
筏
四
海
法
其
教
（
孔
安
国
注
）

○
形
見
也
筏
教
流
行
見
四
海
也
（
本
文
拓
玄
割
芭
　
＜
＊
印
は
合
点
＞

の
如
き
も
の
が
あ
る
。
こ
の
例
で
は
、
正
文
の
「
形
」
の
用
字
に
異
同
が
あ

り
、
上
欄
に
摺
本
と
の
校
異
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
右
傍
訓
は
孔

安
国
注
に
、
左
傍
訓
は
茹
玄
注
に
よ
っ
て
訓
読
し
た
た
め
に
表
わ
れ
た
異
同
で

あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

ノ

ト

ル

　

　

　

ー

に

籾
㍉
Ⅶ
悪
天
之
明
＊
，
金
沢
文
庸
太
群
書
治
要
票
九
・
孝
竺

○
…
…
法
天
合
筏
…
…
（
孔
安
国
注
）

○
封
視
也
視
天
四
時
王
失
其
早
晩
也
（
本
文
郊
玄
割
注
）

＜
＊
印
は
合
点
＞

こ
の
例
の
場
合
、
右
傍
訓
は
孔
安
国
注
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
が
、
前
掲
川
・
切
の
如
く
の
「
ん
B
也
」
型
の
注
は
な
く
・
当
該
正
文
の
意

を
採
っ
た
注
が
あ
り
、
こ
れ
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
左
傍
訓
は
、
本
文
割
注
の
茹
玄
注
に
よ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
場
合
は
、
実
詞
訓
の
異
同
の
み
な
ら
ず
、
読
添
語
「
に
」
と
「
を
」

と
の
異
同
が
存
在
し
、
こ
の
読
添
語
の
異
同
は
、
典
拠
と
し
た
注
釈
書
の
異
同

よ
り
派
生
し
た
異
同
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
読
添
語
の
異
同
に
つ
い
て
も
、
．
注

釈
書
の
異
同
よ
り
生
ず
る
場
合
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

豊
…
宇
塞
三
贅
持
ア
鷺
（
金
沢
文
芸
群
書
治
要
票

’
へ
テ

七
・
礼
記
）

○
〔
○
先
説
　
《
先
師
説
》

○
皇
氏
説
《
畠
侃
・
礼
記
義
疏
》

（
上
欄
番
人
）

右
の
場
合
の
訓
読
法
の
異
同
は
、
語
序
の
異
同
で
あ
る
。
右
傍
の
訓
読
は
上
欄

書
人
よ
り
、
先
師
説
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
一
方
、
左
傍
の
訓
読
は
上
欄
書
人

よ
り
、
皇
侃
の
礼
記
義
流
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
漢
籍
の
訓
読
は
、
訓
話
、
丁
ま
り
注
釈
活
動
の
内
容
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
典
拠
と
な
る
注
釈
書
の
異
同
に
よ
っ

て
訓
読
法
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
訓
読
法
の
異
同
は
、
実

詞
訓
の
み
な
ら
ず
、
読
添
語
や
、
語
序
の
異
同
に
ま
で
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
と

理
解
さ
れ
る
。

二
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
の
訓
読
に
お
け
る

「
L
」
符
号
よ
り
見
た
顔
師
音
注
の
利
用

本
稿
に
取
り
上
げ
る
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
は
、

天
暦
二
年
五
月
廿
一
日
鮎
了
藤
原
艮
佐

の
奥
書
を
有
す
る
平
安
中
期
の
漢
籍
の
訓
点
資
料
で
、
奥
書
を
持
つ
現
存
漢
籍

訓
点
資
料
の
中
で
は
最
古
の
資
料
で
あ
る
。
本
文
（
正
文
と
割
注
と
）
に
は
朱

点
・
昌
点
の
池
、
自
点
・
角
筆
点
・
黄
点
・
膏
点
が
付
さ
れ
、
巻
首
に
数
行
の

欠
矢
が
あ
る
も
の
の
、
漢
書
楊
雄
伝
上
の
は
ば
全
巻
が
現
在
に
伝
る
好
資
料
で

あ
る
。
以
下
、
こ
の
漢
書
楊
雄
伝
天
壁
一
年
点
を
資
料
と
し
て
、
注
釈
書
と
訓

読
の
関
係
に
つ
い
て
、
和
訓
の
問
題
を
取
り
上
げ
考
察
を
加
え
る
事
と
す
る
。

漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
は
、
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
点
の
他
に
、
本
文
に
対

し
て
「
L
」
の
符
号
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
L
」
印
は
、
正
文
と
割

注
と
に
付
さ
れ
、
片
方
の
記
入
が
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
こ
の

両
者
が
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に

お
け
る
「
L
」
印
の
対
応
は
、
正
文
の
訓
読
に
対
す
る
顔
師
古
注
の
根
拠
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
と
帰
納
き
れ
る
。
た
と
え
ば
、

92



q
群
雄
戦
以
梅
（
（
喝
チ
ぞ
（
讐

L

　

　

　

　

　

　

　

　

－

0

0
師
盲
目
…
…
拝
使
也
（
本
文
顔
師
古
割
注
）

L

＜
注
、
墨
点
を
－
　
－
、
角
肇
点
を
＜
　
＞
、
自
点
を
　
《
　
》
　
で
示

し
、
朱
点
に
は
何
も
付
さ
ず
、
私
に
柿
読
し
た
も
の
は
　
（
　
）
　
の

で
示
し
た
。
以
下
同
じ
。
V

の
場
合
、
正
文
「
拝
」
と
割
注
「
使
」
と
に
「
L
」
印
が
付
さ
れ
、
こ
の
対
応

か
ら
、
「
押
」
を
「
し
て
」
と
訓
読
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
右
の
訓
読
に

利
用
さ
れ
た
注
は
「
ん
B
也
」
の
型
の
注
で
あ
る
。

句
末
喝
，
）
夫
甘
克
也
（
聖

に
　
て

L

．
〇
師
古
日
韓
興
致
同
珪
至
也
（
本
文
顔
師
古
割
注
）

L
．

＜
ワ
一
′
V

ワ

’

て

　

を

研
、
横
大
河
．
（
2
9
8
）

L

O
師
盲
目
横
横
波
之
也
（
本
文
顔
師
古
割
注
）

．
ト

’

，

ム

　

　

　

む

に

は

　

　

　

に

の
、
不
如
・
袋
　
而
幽
　
之
離
房
（
3
9
）

L
（
（
タ
・
ム
）
）

○
師
昔
日
衰
塵
衣
也
　
（
本
文
顔
師
古
割
注
）
．

．
－

丁

ケ

　

　

　

　

一

省

佃
、
俄
0
　
　
軒
昂
二
m
）

L

l

T

フ

ヰ

1

0
師
吉
日
俄
俄
陳
攣
之
貌
也
（
本
文
顔
師
古
割
注
）

∧
ウ
シ
ナ
へ
V

l
T
l
　
　
　
　
∧
0
V
　
　
　
－
ウ
シ
ナ
へ
ー

丁
　
　
　
　
　
（
（
0
）
）
　
　
　
ウ
シ
ナ
（
〇
リ
　
を

▼
　
伺
、
慶
・
．
天
－
。
額
而
童
　
発
（
4
9
）

．
L

O
張
蜃
日
慶
辞
也
師
昔
日
…
…
慶
譜
輿
尭
同
（
本
文
顔
師
古
割
注
）

の
∵
芥
　
夫
駄
出
発
名
首
。
（
讐

ヲ
ツL

－
・
鼻
▲
〃
フ
1

0
師
昔
日
芥
古
撃
字
也
（
本
文
顔
師
古
割
注
）

L

エ

’

▲

て

　

を

何
、
歴
　
吉
日
．
（
1
1
1
）

L

O
師
昔
日
歴
選
吉
日
而
合
昔
時
也
（
本
文
顔
師
古
割
注
）

L

右
に
掲
げ
た
例
の
う
ち
、
田
よ
り
∽
ま
で
と
、
先
指
の
川
と
は
単
字
の
注
で
あ

る
。
∽
で
は
「
A
興
B
同
軋
C
空
の
塾
の
注
を
・
用
で
は
「
ん
A
B
也
」
の

型
の
注
を
、
鋸
で
は
「
ん
B
C
也
」
の
型
の
注
を
・
佃
で
は
「
A
ん
B
C
之
貌

也
」
の
型
の
注
を
利
用
し
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
的
の
場
合

は
、
割
注
に
「
L
」
印
が
確
認
さ
れ
な
い
例
で
あ
る
が
、
顔
師
古
所
引
の
張
曇

注
か
、
顔
師
古
自
身
の
注
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
川
の
場
合

は
字
体
に
関
す
る
注
で
あ
る
。
何
の
場
合
は
単
字
の
注
で
骨
な
く
、
正
文
の
意

を
文
単
位
で
書
換
え
た
注
で
あ
り
r
こ
れ
を
訓
読
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
右
。

右
の
如
く
、
漠
寄
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
の
訓
読
に
お
い
て
は
、
顔
師
古
注
に

見
ら
れ
る
注
の
型
は
大
旨
網
羅
し
て
訓
読
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
」
た
と
え
ば
、

の
〔
L
伏
〕
を
て
比
　
　
　
　
　
　
　
　
を

囲
、
初
・
虫
。
・
彙
彼
芯
。
妃
今
更
・
恩
環
台
之
逸
女
（
讐

○
師
昔
日
離
騒
云
吾
令
豊
隆
乗
雲
今
求
芯
妃
之
所
在
又
日
望
璃
台
之
侵
害

令
兄
有
城
之
侠
女
此
又
記
其
執
心
不
定
也
必
妃
古
神
女
也
有
城
侠
女
即

倍
数
也
必
読
日
露
音
伏
（
本
文
顔
防
音
割
注
）

の
如
く
、
離
騒
な
ど
他
文
献
を
引
用
し
た
注
を
、
直
接
的
に
利
用
し
て
訓
読
を

行
っ
た
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
．
し
か
し
、
九
条
本
文
選
を
見
る
と
、
正
文

の
用
字
そ
の
も
の
の
他
文
献
に
お
け
る
用
例
を
引
用
し
て
注
と
し
た
型
の
注
を

多
用
す
る
李
善
注
が
、
書
入
注
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え

合
せ
る
と
、
訓
読
文
に
直
接
的
に
は
反
映
さ
れ
な
い
も
の
の
、
正
文
の
文
意
を

解
釈
す
る
な
ど
、
訓
読
と
い
う
営
為
に
は
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

03
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三
、
漢
書
揚
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
失
点
と

塁
点
と
の
訓
読
法
の
異
同

以
下
、
涼
雷
楊
正
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
失
点
と
墨
点
と
の
訓
読
法
の
異

同
を
中
心
と
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
尚
、
和
訓
の
異
同
例
会
例
を

取
り
上
げ
て
考
察
の
対
象
と
す
る
。

失
点
が
貞
防
音
注
に
よ
り
、
塁
点
が
芭
音
訓
雲
に
よ
っ
．
た
た
め
に
生
じ
た
訓

読
法
の
異
同
が
あ
る
。

7

　

　

　

を

凹
、
既
監
岸
皇
波
（
5
）

－

イ

ふ

－

　

－

ヒ

ー

○
晋
灼
日
欝
歴
也
（
末
文
致
師
音
注
）

○
訓
如
甲
…
＝
鞭
餌
入
也
（
下
村
書
入
）

サ

’

　

　

　

て

の
、
窺
而
不
敢
下
（
3
3
）

－
・
▲
力
－

○
師
昔
日
…
…
損
疑
也
（
本
文
貞
節
古
注
）

○
察
案
説
文
色
相
向
也
（
下
欄
吉
入
）

右
の
異
同
例
は
、
失
点
が
顔
師
古
注
に
よ
り
、
昌
点
は
、
中
国
・
陵
の
挑
察
の
撰

述
に
な
る
漢
書
訓
某
に
よ
っ
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

U
の
場
合
は
、
失
点
は
顔
師
古
所
引
の
晋
灼
注
に
よ
っ
た
訓
読
を
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
L
の
例
に
つ
い
て
は
、
顔
師
古
自
身
の
注
が
な
く
、
晋
灼
注
の

み
の
登
載
で
あ
る
の
で
、
顔
師
古
も
同
説
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
一
方
、
塁

点
は
漢
書
訓
簑
所
引
の
如
淳
注
に
よ
っ
て
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
田
も
同
様
に
、
朱
点
が
顔
師
古
注
に
、
塁
点
が
漢
書
訓
蓑
に
よ
っ
た
と
理

解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
類
例
六
例
が
認
め
ら
れ
る
。

次
に
、
朱
点
が
顔
師
古
注
に
よ
り
、
塁
点
が
中
国
・
唐
の
顧
胤
の
按
に
な
る

漢
書
古
今
集
義
に
よ
っ
た
た
め
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
異
同
例
が
あ
る
。

∧
オ
モ
∨

オ
（
（
モ
）
）
（
▲
タ
）
　
　
に

用
、
湊
　
　
扮
陰
（
2
9
8
）

l
T
ツ
ー
ル
ー

○
師
昔
日
…
…
湊
趣
也
　
（
本
文
顔
田
富
注
）

○
集
…
…
王
逸
云
湊
宋
也
（
下
欄
古
人
）

呵
聖
）
天
l
駄
（
聖

－

コ

エ

ー

　

　

ー

を

－

○
師
昔
日
蹄
走
也
（
本
文
顔
師
古
注
）

○
集
輸
也
吐
釣
反
　
（
左
倍
音
入
）

集
案
坪
肇
雲
路
翰
也
（
上
欄
召
人
）

の
如
き
例
が
あ
り
、
他
に
類
例
八
例
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

7

ツ

′

　

　

の

　

を

㈲
㍉
薙
　
神
l
休
（
1
0
7
）

－
タ
ス
ケ
’
レ
1
　
　
　
　
　
－
に
－

○
師
昔
日
薙
賛
也
　
（
顔
防
音
注
「

○
晋
灼
日
羅
祐
也
（
顔
師
古
所
引
注
）

㈲
、
声
・
既
・
非
夫
伝
配
㌘
名
号
。
（
讐

ヨ
ツ

ー
・
ネ
フ
カ
．
1

0
師
昔
日
芥
古
撃
字
也
（
顔
師
古
注
）

○
晋
灼
臼
井
慕
也
（
顔
師
古
所
引
注
）

の
如
き
例
は
、
失
点
が
顔
師
古
注
に
、
墨
点
が
顔
師
古
所
引
の
先
行
注
に
よ
っ

注
2

た
異
同
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
全
二
例
共
に
朱
点
が
顔
師
古
注

に
、
昌
点
が
顔
師
古
所
引
の
晋
灼
注
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
両
注
の
問

で
は
正
文
に
対
す
る
注
釈
に
異
説
を
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
三
項
か
ら
、
和
訓
に
関
す
る
朱
点
と
塁
点
と
の
異
同
に
お
い
て
は
、

失
点
の
訓
読
は
顔
師
古
注
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て

異
同
を
有
す
る
墨
点
の
訓
読
は
、
顔
師
古
注
の
出
現
で
切
り
捨
て
ら
れ
た
と
言

わ
れ
る
漢
書
訓
某
・
漢
書
古
今
集
義
等
の
漢
書
の
注
釈
書
や
、
顔
師
古
自
身
の

注
と
は
説
を
異
に
す
l
る
顔
師
古
所
引
の
先
行
注
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
理
解
さ
れ
る
。

右
の
他
に
、
失
点
と
墨
点
と
の
問
の
異
同
例
は
、

－
イ
カ
ソ
t

イ

ツ

　

　

む

　

　

　

を

る

の
、
敦
焉
・
知
　
竜
之
所
処
（
空
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○
注
ナ
シ

（
（
ト
コ
）
）

ホ
ト
（
コ
）
＜
シ
V
　
　
　
を

廟
、
轡
（
キ
）
。
九
河
於
東
野
（
響

○
師
古
R
T
…
‥
播
布
也
（
本
文
顔
師
古
注
）

の
如
き
も
の
が
存
在
す
る
。
間
の
場
合
、
訓
読
法
の
異
同
が
存
在
す
る
正
文

「
敦
焉
」
に
対
す
る
注
は
、
顔
師
古
注
に
記
載
が
な
く
、
雷
入
注
も
存
在
し
な

い
。
廟
の
場
合
の
正
文
「
播
」
に
つ
い
て
は
、
顔
師
盲
注
が
確
認
さ
れ
る
の
み

で
、
先
指
の
如
き
雷
入
注
や
、
異
説
を
有
す
る
顔
師
古
所
引
の
先
行
注
が
確
認

注
3

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
受
南
を
は
じ
め
他
類
例
六
例
は
、
先
掲
川
よ
り

的
ま
で
の
如
く
、
訓
読
法
の
異
同
の
背
景
に
、
そ
の
異
同
と
対
応
す
る
典
拠
と

な
っ
た
注
釈
書
（
注
釈
内
容
）
の
異
同
が
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
先
掲
の
異
同

と
は
異
な
っ
た
基
盤
に
立
脚
し
た
訓
読
法
の
異
同
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

間
の
場
合
は
、
充
当
和
訓
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ
り
、
読
癖
と
で
も
言
う
べ
き

も
の
で
あ
る
と
考
与
ら
れ
、
文
脈
に
対
す
る
解
釈
の
異
同
に
支
え
ら
れ
て
表
出

し
た
異
同
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
個
の
場
合
の
異
同
に
関
し
て
は
、
以
下

の
二
通
の
解
釈
が
成
立
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
場
合
、
顔

師
古
注
の
み
が
存
在
し
、
漢
書
訓
某
・
漢
書
古
今
集
義
等
の
書
入
注
が
確
認
さ
れ

な
い
の
で
あ
る
が
、
本
来
は
漠
古
訓
第
や
漢
書
古
今
集
義
に
当
該
筒
音
に
対
す

る
注
が
存
在
し
、
古
人
注
と
し
て
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
塁
点
の
訓
読

は
こ
れ
に
よ
っ
た
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
漢
書
訓
賽
・
漢
書
古
今
集
義
は
現
在

侠
書
と
な
っ
て
お
り
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
か
ら

逆
に
そ
の
傍
を
窺
い
得
る
注
釈
書
で
あ
る
の
で
、
当
該
箇
所
に
注
が
存
在
し
た

可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
一
つ
の
解
釈
は
、
失
点
・
墨
点
共
に
顔
師

古
注
に
よ
っ
て
訓
読
を
行
っ
た
と
解
す
る
場
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
失
点
に
つ

い
て
は
、
顔
師
古
注
に
よ
り
、
正
文
「
措
」
を
「
布
」
と
置
換
え
、
こ
の
「
布
」

に
対
す
る
訓
「
ホ
ト
コ
ス
」
を
正
文
「
播
」
に
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
が
、
一
方
、
墨
点
も
同
様
に
顔
師
古
注
を
利
用
し
、
正
文
「
播
」
を

「
布
」
と
置
換
え
、
「
布
」
に
対
す
る
訓
「
シ
ク
」
を
正
文
「
播
」
の
訓
と
し
た

と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
と
考
を
ら
れ
る
。
こ
の
解
釈
に
し
た
が
う

と
、
朱
点
と
昌
点
と
の
訓
読
法
の
異
同
は
、
顔
師
古
住
の
注
字
「
布
」
に
対
す

る
充
当
和
訓
の
異
同
の
問
題
と
な
る
。

以
上
の
如
く
、
朱
点
と
鼻
点
と
の
訓
読
法
の
異
同
に
は
、
典
拠
と
し
た
注
釈

書
（
注
釈
内
容
）
　
の
異
同
に
基
づ
く
訓
読
法
の
異
同
と
、
同
l
注
釈
書
（
注
釈

内
容
）
か
ら
和
訓
を
案
出
す
る
途
中
の
段
階
で
の
異
同
に
基
づ
く
訓
読
法
の
異

同
が
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
・
失
点
に
お
け
る

訓
読
の
方
法
と
墨
点
の
加
点
意
図

前
章
に
お
い
て
は
、
失
点
と
昌
点
と
の
訓
読
法
の
異
同
に
関
し
て
考
察
を
加

え
た
が
、
以
下
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
全
巻
を
通
じ
て
の
朱
点
に
お
け
る

注
釈
書
の
利
用
と
、
塁
点
の
加
点
意
図
を
問
題
と
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と

す
る
。失

点
の
訓
読
は
、
漢
書
楊
放
伝
天
暦
二
年
点
全
巻
を
通
じ
て
、
鼓
師
古
注
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
考
え
て
矛
盾
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
用
例

を
繰
返
す
こ
と
は
避
け
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
失
点
は
顔
師
古
注
を
利

用
し
訓
読
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
全
巻
に
亘
っ
て
認
め
ら
れ
る
。

し
か
も
、
致
師
古
自
身
の
注
と
顔
師
古
所
引
の
注
と
の
間
で
説
を
異
に
す
る

場
合
は
、
顔
好
古
自
身
の
注
を
採
用
し
て
訓
読
を
行
っ
て
い
る
と
認
め
ろ
れ

琵
4る

。墨
点
の
訓
読
を
全
巻
に
亘
っ
て
検
討
す
る
と
、
先
に
引
用
し
た
用
例
か
ら
、

漠
音
訓
慕
・
漢
書
古
今
集
義
や
、
顔
肺
古
所
引
の
先
行
注
に
よ
っ
て
訓
読
し
た
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法方の読訓るけ
一

おに点年二暦天伝堆楊書漢

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
一
方
、
頸
田
富
注
も
利
用
し
訓
読
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
例
が
存
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
失
点
と
異
同
の
な
い
例
、
塁
点
の
み
の

加
点
例
を
検
討
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
右
。

に

　

　

ヤ

ル

　

を

の
、
因
江
音
　
両
性
　
記
号
。
（
8
）

l
ヤ
ル
ー

〇
割
昆
日
進
往
也
…
…
田
昔
日
…
…
言
因
江
水
之
辺
而
投
古
記
以
往
弔
也

（
末
文
頁
巧
古
注
）

○
雲
説
文
法
遠
行
也
（
上
村
百
人
）

頃
．
聖
言
持
す
滑
空
8
）

一
r

O
師
昔
日
…
…
欽
敬
也
　
（
本
文
貞
節
古
注
）

－
ナ
ナ
ー
　
　
0
　
　
　
　
　
◆
を
l
　
て

印
、
坑
　
浮
柱
之
飛
授
今
（
1
9
1
）

L
O

O
師
昔
日
坑
与
抗
同
抗
翠
也
　
（
本
文
扇
田
古
注
）

L

右
の
例
の
う
ち
川
は
、
失
点
と
墨
点
と
の
訓
読
法
に
異
同
の
な
い
例
で
あ
る
。

正
文
に
対
し
て
は
、
顔
師
古
注
と
上
欄
に
墨
書
害
入
注
と
が
存
在
す
る
も
の

で
、
こ
の
ど
ち
ら
の
注
に
し
た
が
っ
て
訓
読
し
て
も
、
和
訓
の
「
ヤ
ル
」
が
案

出
さ
れ
る
可
能
性
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
切
の
場
合
は
、
失
点
の
加
点
が

な
く
、
書
入
江
む
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
、
一
見
す
る
と
、
墨
点
は
顔
師
古
注

に
よ
っ
て
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
当
該
正
文
に
漢
書
訓

基
や
浅
香
古
今
集
義
の
注
が
存
在
し
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
用
の
場
合
の
墨
点
の
訓
読
は
、
顔
師
古
注
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の

で
、
「
L
」
印
も
墨
筆
で
記
入
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
L
」
印
の
機

能
か
ら
、
墨
点
に
お
い
て
も
顔
師
古
注
を
利
用
し
訓
読
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
た
だ
、
こ
の
場
合
、
田
の
例
と
同
じ
く
、
朱
点
の
加
点
が
な

く
、
墨
点
の
加
点
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
失
点
の
訓
読
は
、
専
ら
顔
師
古
注
を
利
用
し
て
行
わ
れ
、
こ
れ

に
対
し
て
墨
点
の
訓
読
は
、
顔
師
古
注
も
含
め
、
顔
師
古
所
引
先
行
注
や
、
漠

書
訓
茶
・
漢
書
古
今
集
義
な
ど
の
語
注
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
の
関
係
は
、
す
で
に
存
在
し
た
失
点
に
対
し
て
、

詔
点
が
異
訓
を
示
し
、
あ
か
い
は
朱
点
の
不
備
を
補
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

注
5れ

、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
昌
点
の
加
点
意
図
は
、
こ
の
点
に
存

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
史
書
に
お
け
る
注
釈
活
動

右
に
論
じ
た
如
き
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
訓
読
の
様
相
が
、
漢

文
訓
読
史
に
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
の
か
を
注
釈
活
動
の
面
か

ら
、
特
に
経
書
の
場
合
と
比
較
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

平
安
初
期
以
前
に
関
し
て
、
漢
籍
の
訓
読
の
実
態
は
、
令
・
式
の
規
定
や
、

訓
点
資
料
に
残
存
す
る
「
師
説
」
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
学
令
に

は
、○

凡
教
授
正
業
。
周
易
鄭
玄
。
王
弼
注
。
尚
書
孔
安
国
。
邦
玄
注
。
三
礼
。

毛
詩
郊
玄
注
。
左
伝
服
皮
。
杜
預
注
。
孝
経
孔
安
国
。
郊
玄
注
。
論
語
郊

玄
。
何
畳
注
。
（
令
義
解
・
国
史
大
系
よ
り
）

と
あ
り
、
経
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
習
得
す
べ
き
吉
名
と
、
講
説
に
当
り
使
用

す
べ
き
注
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
史
書
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
。
延
喜

式
に
は
、

○
凡
応
講
説
者
。
礼
記
。
左
伝
各
限
七
百
七
十
日
。
周
礼
。
儀
礼
。
毛
詩
。

・
律
各
四
百
八
十
日
。
周
易
三
百
一
十
日
。
尚
書
。
．
論
語
。
令
各
二
百
日
。
－

孝
経
六
十
日
。
三
史
。
文
選
各
准
大
経
。
公
羊
。
穀
梁
。
孫
子
。
五
首
。

九
章
。
六
章
。
緩
術
各
准
小
経
。
三
関
。
重
差
。
周
砕
共
准
小
経
。
海

鴨
。
九
司
亦
准
小
経
。
（
延
喜
式
・
国
史
大
系
よ
り
）

と
の
記
述
が
あ
り
、
史
書
で
は
三
史
（
当
代
で
は
、
史
記
・
漢
書
・
後
漢
書
が
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当
る
）
　
の
登
載
が
認
め
ら
れ
る
。
経
書
で
は
、
礼
記
・
左
伝
・
周
礼
・
毛
詩
・

周
易
・
尚
書
・
論
語
・
孝
経
・
公
羊
・
穀
梁
の
書
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

学
令
の
如
き
注
釈
書
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
く
、
大
学
寮
に
お
け
る
講
説
の
事

実
は
理
解
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
具
体
的
な
注
釈
活
動
に
つ
い
て
は
明
確
で
は

な
い
。
学
令
に
三
史
・
文
選
等
の
規
定
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
、
紀
伝
道
の
成

立
と
関
係
が
あ
る
よ
う
で
、
紀
伝
道
の
学
制
に
お
け
る
制
定
は
、
平
安
初
期
ま

注
6

で
降
る
よ
う
で
あ
る
。

平
安
初
期
の
具
体
的
な
訓
読
の
有
様
は
、
訓
点
資
料
等
に
書
入
れ
ら
れ
た
師

注
7

説
よ
り
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
師
説
の
残
存
量
に
関
し
て
、
史
書
に
多
く
、
経

書
に
つ
い
て
少
な
い
の
は
、
必
ず
し
も
偶
然
で
は
な
く
、
史
容
等
の
場
合
と
比

較
し
て
、
経
書
の
場
合
、
訓
読
に
お
け
る
注
釈
嘘
が
定
形
票
し
て
い
た
事

と
関
係
が
あ
ろ
う
と
考
与
ら
れ
る
。
先
学
の
御
高
論
も
あ
る
如
く
、
経
書
の
訓

読
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
論
語
の
場
合
で
は
、
学
令
に
規
定
さ
れ
た
鄭
玄
・
何

畳
の
二
種
の
注
の
内
、
も
っ
ぱ
ら
何
畳
集
解
を
利
用
し
た
も
の
で
、
鄭
玄
注
に

つ
い
て
は
、
学
令
の
規
定
が
存
在
す
る
も
の
の
こ
れ
を
用
い
な
か
っ
た
と
い
．
う

状
況
が
あ
っ
た
も
の
と
考
を
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
論
語
の
現
存
点
本
の
伝
存

状
況
と
符
合
す
る
も
の
と
考
を
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
論
語
の
現
存
点
本
に
関
し

て
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
所
収
の
論
語
を
除
外
す
れ
ば
、
管
見
に
入
っ
た
論

語
の
点
本
は
、
総
て
何
畳
集
解
で
あ
り
、
こ
の
伝
存
状
況
が
、
何
畳
集
解
の
利

用
と
論
語
訓
読
と
の
関
係
を
考
え
る
場
合
、
必
ず
し
も
偶
然
で
は
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。
論
語
の
他
、
学
令
に
二
位
の
注
を
規
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
現
存
点
本
等
の
検
討
か
ら
、
周
易
に
は
王
弼
韓
康
伯
注
を
、
尚
書
・
孝

経
で
は
孔
安
国
注
を
、
左
伝
の
場
合
は
杜
預
注
を
専
ら
利
用
し
て
訓
読
を
行
っ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
を
ら
れ
る
。
ま
た
、
経
書
の
訓
読
に
お
け
る
注
釈
活

動
で
は
、
唐
・
陸
徳
明
の
撰
述
に
成
る
経
典
釈
文
と
い
う
音
義
が
用
い
ら
れ
て

注
9

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
経
書
の
訓
読
に
お
い
て
は
、
正
文
に
対

す
る
専
用
の
注
と
経
典
釈
文
と
を
用
い
る
と
い
う
定
形
が
存
在
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
史
書
の
場
合
は
、
伝
存
す
る
史
書
の
師
説
に
、

の
、
馬
融
日
周
録
京
也
空
文
王
府
所
在
朝
者
挙
事
上
朝
将
即
上
中
易
都
大
事

（
書
陵
部
蔵
史
記
三
条
西
実
隆
写
太
・
史
記
袋
解
注
文
）

○
易
劉
音
以
致
反
師
説
周
本
紀
日
居
易
王
固
有
夏
之
居
也
其
義
平
易
之
意

也
言
以
能
化
可
治
天
下
之
処
四
方
之
入
宜
得
其
便
宜
也
　
（
上
欄
喜
入
師

説
）

脚
、
続
漢
書
日
天
子
葬
太
僕
賀
四
輪
租
為
賓
苺
　
（
寄
陵
部
蔵
後
漢
書
大
永
二

年
享
繰
三
四
年
点
・
李
賢
注
注
文
）

○
師
説
四
輪
軌
四
壕
卓
也
又
四
輪
重
也
　
（
上
欄
古
人
師
説
）

ヽ

　

ヽ

の
如
き
例
が
あ
り
、
川
の
場
合
は
、
史
記
集
解
の
注
文
に
対
し
て
、
柄
の
場
合

ヽ

　

ヽ

は
、
後
漢
書
李
賢
注
の
注
文
に
対
し
て
の
師
説
が
存
在
し
て
お
り
、
史
記
・
後

漢
書
共
に
こ
れ
に
類
す
る
例
を
多
数
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
か
ら
、

史
記
集
解
・
後
漢
書
李
賢
注
の
注
文
が
、
大
学
寮
に
お
い
て
講
説
の
対
象
と
な

っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
先
に
論
じ
た
遠
雷
楊
址
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け

る
失
点
の
場
合
を
考
え
合
せ
る
と
、
三
史
に
お
け
る
注
釈
書
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
経
書
に
準
じ
て
、
史
記
に
は
史
記
集
解
、
漢
書
に
は
顔
師
古
注
、
後
漢
書

・
に
は
李
賢
注
を
利
用
し
、
こ
れ
を
根
幹
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。し

か
し
、
一
方
で
は
、

の

　

　

　

　

て

　

と

　

’

－

　

　

だ

伊
、
河
内
守
周
正
夫
為
将
軍
．
居
組
－
材
（
史
記
孝
文
本
た
雲
久
五
年
点
正

文
）

○
師
説
紐
柳
有
義
通
三
也
馬
貞
雄
難
如
淳
然
某
氏
引
之
不
可
弄
也
服
虔
云
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代時朝ヒt］ 期政院 期後安平 期中安平

史 経 具 窪 史 史 窪

後晋 周尚尚毛礼周春論 文自 一

方

〈杜

注

史 涼
茄

資

料

名

＿

漢
書
（群

書
（同
右

易〈王書書詩記礼秋語 送
巻
第

氏
文
集

〈有
注
〉

記
孝
文

〈具
解
〉

書
持
珪

真

鐙

望

詩
（岩
埼
文

（
金
沢
文

辞
注
〉

（同
右
－
〈

（東
洋
文

（群
書
治

（同
右
－
〈

（同
右
）
〈

左
氏
伝
（

（甘甘山
寺書） 十

九
（

巻
第
＝

集
餌

－

本
紀
（｛

伝
〈治

要
踵
本

有
注

厚
木

要
）
〈

茹
玄

郊
玄

同
右

蔵
本

斎
師

本
）

珪
一 界

擢
文
庫

1、月
〈
孔
安
国
注
〉

木
）
〈茹
玄
注

）
〈

群〉）
〈邦注注）

〈
）
〈

灸
本

’
四
（

レし」」 古
無 書孔玄〉〉杜何 大 注
注 治安注預曇 ）

〈
神 学 〉

〉 要国〉注集 無田 蔵
）注〉解 注本 本 〉

＿
〉〉 〉） ）

＿＊＊（＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊
李
善
注
・
五
臣
注
・
＊文
選
沙
・
陸
善
経
注

．

白
氏
文
集
（注
）＊
切
訊
系
韻
書

・
＊玉
篇
・
＊史

＊
礼
記
・
＊
孝
経
・
論
語
孔
安
国
注

・
抱
朴
子

平
御
覧
・
向
？
・
郭
瑛
？

＊ ＊
史
記

決
疑

＊ ＊＊

童

後切注へ㈹言 経経経経経経路経 経 漠 経経
漠訊）

°
語 典典典典典典典典 血 書 異臭

書
李
賢
注

・
毛
詩
立

系
討
書

・
＊玉
篇

．

＊尚
書
大
伝

・
＊
毛

＿

’
＊
爾
雅
（注
〉
・
＊

釈釈釈釈釈釈釈釈 ハ釈 索°
＊ 訓 釈釈

文文文文文文文文 文

・
＊

穏漢
蕪

某 文文

．
＊

．
＊

°
＊

°
＊

▼
＊

°
＊

廿
．

°
＊尚礼周春論 春 史＊ 漢

古記礼秋語 秋 記儀 害
正正疏正疏 正 音礼 古
？
． 義

・
＊左
氏
伝
文
句

＊ 日日

入

注

出

典

日
・
＊切
韻
系
親
愛

薔史
記
・
＊漢
書

詩
・
＊
毛
詩
正
義

孟
子
・
老
子
正
義

’
＊
玉
篇

孔
安
国
注

・
＊集

＊
史
記
音
義

・
＊漢
書
古

t
礼
記
郊
注

・
＊史
記
姦

集
義
・
文
選
注

白
．

°
＊

．
＊解 疏 °

＊＊
玉
篇

漢
書
音
義
・＊後
漢
書

・
晋
書

・
＊文
選
（注
）
・
器用
易

・
＊尚
書

周
礼

・
＊周
礼
鄭
注

・
＊
礼
記
・
＊左
伝
（注
）
・
＊左
氏
伝
文
句
琉

．

＊惟
南
子
・
時
務
策

・
＊説
文
・
＊白
虎
通
・
＊釈
名

・
＊博
物
志

．

日 ＊記°
二 ？．

文
本 文

選
音
決
・
文
選
集
注

・
＊
切
訊
系
親
書

・
＊玉
篇

’
＊
漢
書

・
＊後
没
書

・
唐
容

・
＊文
選

・
＊尚
書

・
＊左
伝

．

‾斉
記
・
三
秦
記
・
李
橋
亭
詠
・李
延
年
歌

・
劉
向
別
録

・
太

’
＊切
韻

今

集
義

・
＊漢
書
恩
師
古
住

・
＊師
古
音

・
＊漢
書
音
義

・
漢
書

芥昭
王

・
光
武
帝
上
注

・
＊切
韻
系
亀
吉

・
＊玉
篇

・
陸
云
？

還
音
決

・
＊切
韻
系
親
書

・
薔玉
篇

・
＊韻
詮
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南倉鎌

子

説韓六戸新票潜体去 老荘荘一
ー

苑子稲子語子天△
閥

富子 子

（群
書
治
要
－
〈
河
上

子

〈同
右
）
〈
敦
象
注
〉

子
巻
第
廿
七

・
廿
八

t冊
三

（高
山
寺
蔵
本
）

（
群
書

（同
右

（同
右

（同
右

（同
右

（同
右

論

（同

〈同
右

正
容

〈 拾）
〈

）
〈

）
〈

）
〈

）
〈

右）
〈

同
要無無無無無）

〈
無右

）
〈

注注注注注無注〉
〈

無〉）〉〉）注〉無
注〉注
〉〉 公

注
〉

‘
冊

・
肘

〈
敦
象
注
〉

＊
切
電

＊
切
嶺

＊
切
親

正
義
？

＊
切
祝

＊
切
粗

＊
切
窺

＊
居
組

＊
切
競

＊
切
韻

＊
経
典

＊
経
典

＊
経
典

五

法
士

系系系系系系項系 釈釈釈 ひ
韻
書

親
書

（

韻
書

聖

臣

親
書

〈

包
容

（

＊
玉
篇

韻
書

．

韻
書

文

・
＊
老
子
述
義

・
注
？

．

文

・
宋
怒

文

・
＊
荘
子
琉

’
劉
頒

°
＊

宋．
＊

．
＊

東東
＊

°
＊ 表

・
職
官

玉
篇

韻
）

玉
篇

玉
篇

宮
切

官
切

＊
史
l冒

玉
篇

玉
篇

°
＊

韻故
己

論

語
孔
安

玉
篇

・
資

＊
白
虎
通

＊
史
記

・
＊

）
・
＊
玉
篇

’
宋
韻
－

．

’
文
選
注

論
語
注

＊
毛
詩

・
＊

志
井
李
重

国治°
＊漢

＊
孝 伝

・
斐
厩
伝

．

注

・
＊

通
鑑

受
記

容

・
＊

＊
文
字

玉
篇

層

史

記

’
＊
漢
書

左
軋

集
略

．

’
釈
子

＊ ▼
＊文
後
≠

選

撰
容

°
＊

孝
経
層

或

°
＊

孔
子
家
菟
□

’
債

子

．
呉
子

．

注
、
＊
印
は
日
本
図
見
在
容
目
録
に
見
え
る
も
の
を
示
す
。

資
料
に
よ
l
つ
て
は
出
典
不
明
の
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
旨
記
載
し
て
い
な
い
・

切
畠
系
韻
書
・
玉
鰐
を
は
じ
め
推
定
し
て
記
駁
し
た
も
の
が
あ
る
。

63

在
長
安
西
北
桃
察
重
石
兵
備
胡
完
不
応
屯
軍
昆
明
池
南
服
説
是
也
大
成

地
記
云
長
安
北
棟
門
宮
西
有
紐
柳
郷
案
三
輔
故
事
云
在
石
激
西
垣
城
門

外
阿
房
宮
西
北
粧
中
如
故
事
所
説
亦
非
沼
北
也
旬
奴
伝
云
長
安
西
細
柳

顔
遊
秦
以
張
揖
為
是
也
　
（
紙
背
書
入
棺
説
）

の
如
き
例
が
あ
り
、
「
紐
柳
」
と
い
う
地
名
の
考
証
に
、
司
馬
貞
の
史
記
索
隠

を
は
じ
め
と
し
て
数
種
の
注
・
書
物
を
引
用
し
て
考
証
を
加
え
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
如
淳
注
・
張
揖
注
は
史
記
集
解
に
見
え
、
三
輔
故
事
・
匂
奴
伝
は
史
記

索
隠
が
引
い
て
い
る
か
ら
、
総
て
を
原
本
か
ら
引
用
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、
．
広
範
な
諸
寄
諸
注
を
参
看
考
証
し
て
注
釈
活
動
を
行
う
と
い
う
、
．
史
書
に

お
け
る
注
釈
活
動
の
一
面
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
・
㌫
な
注
釈
態
度
は
、
許
容
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
塁
点
の
加
点
憲
度

と
一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
如
く
、
経
書
に
関
す
る
注
釈
活
動
は
、
正
文
に
対
す
る
専
用
の
注
と

経
典
釈
文
と
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
定
形
を
見
せ
、
こ
れ
に
対
し
て
史

書
の
注
釈
活
動
で
は
、
正
文
に
対
し
て
利
用
す
べ
き
注
が
基
太
的
に
は
存
在
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
に
諸
寄
諸
注
を
参
看
し
て
注
釈
活
動
を
行
う
と
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い
う
、
経
書
に
比
較
す
れ
ば
か
な
り
広
範
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
と
考
与
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
少
し
平
安
中
期
以
降
の
訓
点
資
料
に
書
入
れ
ら
れ
た

注
の
出
嬰
で
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

右
に
掲
げ
た
一
覧
表
に
よ
り
、
平
安
中
期
の
経
書
を
見
る
と
、
そ
の
書
入
注

は
経
典
訳
文
に
よ
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
尚
書
の
場
合
で
は
、
本
文
の
孔
安
国

注
と
経
典
訳
文
と
を
利
用
し
て
正
文
の
訓
読
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。
日
本
国
見
在
等
目
録
に
は
、
尚
書
家
と
し
て
、

古
文
尚
書
十
三
巻
舞
監
守
古
文
尚
昌
十
羞
揖
今
文
尚
書
十
巻
悪
阻

尚
書
大
伝
三
巻
豊
野
注
尚
書
謡
五
行
伝
論
十
二
急
拡
大
失
　
言

百
釈
三
巻
如
㌍
助
教
　
ミ
義
啓
一
巻
　
ミ
疏
抄
七
草
ミ
述
誌
廿
巻

岩
野
助
教
…
霊
廿
巻
郎
㌍
㌘
～
ミ
悪
報
「
…
発
題
養
二
巻

、
＼
、
上
目
三
黒
、
＼
、
㌧
㌔
∵
「
】

の
十
四
の
雷
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
尚
書
平
安
中
期
点
と
関
る
の
は
、
孔

安
国
注
の
み
で
あ
る
。
院
政
期
以
降
の
経
書
で
は
、
経
典
釈
文
の
他
、
春
秋
経

伝
集
解
で
は
春
秋
正
義
・
左
氏
伝
文
句
疏
、
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
に
入
っ
て

は
、
尚
書
に
尚
書
正
義
、
一
礼
記
に
礼
記
正
義
、
l
周
礼
に
周
礼
疏
、
論
語
に
論
語

琉
の
如
き
注
釈
書
の
利
用
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
一
覧
表
よ
り
見
る
限
り
、
院
政

期
以
降
の
経
書
訓
読
で
は
、
正
文
に
対
す
る
専
用
の
注
と
、
経
典
釈
文
と
、
こ

れ
に
加
え
て
正
義
や
疏
の
如
き
注
釈
書
を
用
い
、
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
院
政
期
以
降
に
お
い
て
も
基
本
的
な
注
釈
活
動
の
形
は
定
っ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
後
期
以
前
の
経
書
訓
点
資
料
が
少
な
く
、
明
確
に
は
論

じ
難
い
所
が
あ
る
が
、
右
の
注
釈
書
利
用
の
変
化
を
院
政
期
以
降
と
把
握
す
る

と
、
明
経
道
に
お
け
る
清
原
瀬
業
等
の
学
侶
が
関
係
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
r

一
方
、
史
書
で
は
、
た
と
え
ば
、
史
記
孝
文
本
紀
を
取
り
上
げ
る
と
、
日
本

国
見
在
書
目
録
に
記
載
さ
れ
た
、

史
記
八
十
嘉
葛
篭
鎧
中
主
呈
嘉
琵
琴
「
音
義
廿

巻
諜
誤
夫
ミ
索
隠
州
巻
謡
諜
夫
′
ミ
新
論
五
巻
醜
ま
太
史
公
史

記
間
一
巻
古
史
考
廿
五
盈
荒
野

の
う
ち
、
本
文
の
割
注
で
あ
る
史
記
集
解
と
、
史
記
音
・
史
記
音
義
・
史
記
索

隠
が
関
わ
り
・
．
他
に
漢
書
斑
師
昔
注
を
は
じ
め
と
す
る
漢
書
の
注
釈
書
や
、
儀

礼
・
礼
記
郊
玄
注
な
ど
の
書
入
れ
が
認
め
ら
れ
、
単
に
史
記
と
直
接
関
係
す
る

注
釈
書
に
限
ら
ず
引
用
l
k
訓
読
に
利
用
し
て
い
た
む
の
と
著
え
ら
れ
る
。
L

の
傾
向
は
他
の
史
書
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
経
書
の
注
釈
活
動
に
比
較
す

れ
ば
、
か
な
り
広
範
な
注
釈
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
虻
の
と
理
解
さ
れ
る
。

因
み
に
、
集
吉
に
つ
い
て
見
る
と
、
文
選
で
は
l
、
主
と
し
て
文
選
の
注
を
利

用
し
訓
読
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
．
自
民
文
集
で
は
、
本
文
割
注

の
他
、
諸
寄
の
剖
用
が
認
め
ら
れ
る
。
自
氏
文
集
の
場
合
は
、
太
平
御
覧
の
書

名
が
認
め
ら
れ
、
類
書
も
訓
読
に
利
潤
さ
れ
て
い
た
も
の
士
考
え
ら
れ
注
目
さ

れ
る
所
で
あ
る
。
子
苔
に
つ
い
て
は
、
書
物
に
よ
っ
七
注
釈
活
動
の
状
況
が
異

な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
老
子
・
荘
子
は
、
経
書
に
準
ず
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
文
割
注
と
経
典
訳
文
と
、
老
子
の
場
合
は
老
子
述
義
、
．

荘
子
の
場
合
は
荘
子
疏
の
利
用
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
説
苑
を
は
じ
め
と

す
る
他
の
子
容
で
は
、
切
包
系
韻
書
や
玉
篇
等
の
辞
書
を
中
心
に
諸
寄
を
引
用

し
て
注
釈
活
動
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
諸
と
考
え
ら
れ
受

以
上
の
考
察
よ
り
、
史
書
の
注
釈
活
動
は
、
経
書
の
注
釈
活
動
に
比
べ
て
か

な
り
広
範
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
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る
失
点
と
昌
点
と
の
訓
読
法
の
異
同
等
の
問
題
が
表
出
す
る
背
景
に
は
、
こ
う

注
1
0

し
た
事
情
が
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
を
ら
れ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
漢
籍
の
訓
読
に
注
釈
書
の
利
用
が
密
接
に
関
係
す
る
事

を
論
じ
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
を
対
象
と
し
て
、
訓
読
の
実
髄
首
利
用
注

釈
書
と
の
相
関
関
係
に
考
察
を
加
え
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
見
ら
れ
る

訓
読
の
実
態
が
表
出
し
た
一
要
因
を
、
史
書
に
お
け
る
注
釈
活
動
の
在
方
に
求

め
て
言
及
を
行
っ
て
来
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
訓
読
に
利
用
さ
れ
る
注
釈
書

（
注
釈
内
容
）
の
異
同
か
ら
訓
読
法
の
異
同
が
成
立
す
る
場
合
が
あ
る
と
理
解

さ
れ
、
ま
た
、
経
書
と
史
書
と
の
注
釈
活
動
の
内
容
に
差
異
が
存
在
し
た
と
認

め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
バ

最
後
に
、
本
稿
で
は
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
の
訓
読
に
お
け
る
和
訓
の

注
1
1

問
題
に
限
定
し
て
取
り
上
げ
論
じ
た
。
先
学
の
増
論
も
あ
る
字
音
の
問
題
を

措
い
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
言
及
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
資
料
個
々
に
そ

注
1
3

れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
資
料
個
々
に
つ
い
て
、
訓
読
の
実

恍
首
利
用
注
釈
書
と
の
相
関
関
係
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。

注
1
　
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
「
漢
書
楊
雄
伝
残
巻
（
景
印
旧
抄
本
算
二
芭
」

（
昭
和
十
年
五
月
）
　
に
よ
り
、
富
沢
義
則
「
井
々
竹
添
先
生
遺
愛
店
妙
技

揚
雄
伝
訓
点
」
（
『
国
語
説
鎗
』
昭
和
六
年
九
月
）
、
大
坪
併
治
「
漢
書
楊

雄
伝
天
暦
点
解
読
文
」
（
『
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
　
第
三
十
六

号
』
昭
和
五
十
年
十
一
月
）
　
と
小
林
芳
規
先
生
・
金
子
彰
氏
・
上
野
智
子

氏
作
成
の
訓
読
文
を
参
照
し
た
。

注
2
　
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
は
、

＜

フ

ミ

∨

ム
ト
シ
　
　
　
　
（
ヘ
リ
）
）
を

披
　
厚
　
岸
　
（
4
6
3
）

－

フ

ミ

ー

（

（

0

）

）

○
張
負
目
按
囁
也
…
…
師
古
口
…
…
按
反
戻
也
（
本
文
顔
師
古
注
）

の
例
が
あ
り
、
右
傍
朱
点
「
ム
ト
シ
」
を
「
改
」
の
訓
と
解
す
れ
ば
、
朱

点
と
塁
点
と
の
訓
読
法
は
異
同
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
項
に
狂
人
す
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
失
点
「
ム
ト
シ
」
は
読
添
語
と
解
す
る
こ
と
も

可
能
で
、
そ
の
場
合
失
点
と
鼻
点
と
の
訓
読
法
の
異
同
の
確
例
と
は
成
り

得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

又
、
晋
灼
注
と
漢
書
訓
某
が
説
を
同
じ
く
し
、
こ
れ
と
顔
師
古
注
と
が

説
を
異
に
す
る
の
に
基
づ
く
異
同
例
が
存
す
る
が
、
こ
の
例
は
、
漢
書
訓

某
の
項
の
六
例
の
中
に
含
め
た
。

－
オ
ホ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ブ
ー

オ

ホ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

注
3
　
「
掩
（
聖
」
（
顔
師
古
所
引
晋
灼
注
の
み
）
、
「
笹
（
1
7
0
）
」
（
注
な
し
）
、

l
ノ
コ
7
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ワ
’
－

1

ツ

ー

ツ
キ

「
拾
（
讐
」
（
顔
防
古
注
の
み
）
　
の
三
例
は
加
算
し
て
い
な
い
。

－
サ
シ
ー

注
4
　
重
点
を
除
く
、
失
点
を
は
じ
め
と
す
る
教
書
の
訓
点
は
、
い
ず
れ
も
顔

師
古
注
を
採
用
し
て
訓
読
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
失
点
と
の
訓

読
法
の
異
同
例
を
検
討
し
て
も
、
朱
点
と
畠
点
と
の
如
き
注
釈
書
（
注
釈

内
容
）
　
の
異
同
に
立
脚
し
た
異
同
は
見
出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ

し
、
注
2
に
掲
げ
た
角
肇
点
の
例
は
例
外
と
な
る
。

注
5
　
吉
沢
義
則
「
井
々
竹
添
先
生
遺
愛
店
妙
韻
書
拐
監
伝
訓
点
」
（
『
国
語
説

鎗
』
昭
和
六
年
九
月
）
　
に
は
、
失
点
と
塁
点
と
の
加
点
豆
序
に
つ
い
て

「
晋
二
晋
二
者
」
（
二
〇
五
里
と
の
判
断
を
下
さ
れ
た
記
事
が
あ

る
。
算
一
次
の
失
点
に
対
す
る
重
点
の
加
点
立
田
は
、
本
稿
に
急
じ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
第
一
次
の
失
点
と
算
三
次
の
失
点
と
の
慧
別
と
共

に
、
こ
の
三
者
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

注
6
　
枕
裕
行
「
上
代
学
割
の
研
究
」
石
和
二
十
二
年
五
月
）
。

注
7
　
小
林
芳
規
「
塀
馳
駆
官
話
望
㌫
望
憲
的
研
究
」
（
昭
和
臼
十
二
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年
三
月
）
。

注
8
　
小
島
窯
之
「
罰
読
史
の
一
石
1
上
垣
箪
一
ハ
β
玄
・
何
重
が
巨
－
」
（
『
国
語

国
文
　
第
三
十
五
巻
算
五
号
』
昭
和
四
十
一
年
五
月
）
。

注
9
　
足
利
街
述
「
註
倉
宝
町
時
代
之
信
教
」
　
（
昭
和
七
年
十
二
月
）
。

法方の読

　

注

1

0

訓るけおこ蔚年二暦天伝雄楊否決

新
見
保
秀
「
弐
国
古
伝
詩
語
諸
古
写
本
に
古
人
レ
ら
れ
た
論
語
訳
文
の

性
格
と
伝
伍
」
（
『
汚
水
中
国
学
会
詔
　
第
九
集
』
昭
和
三
十
二
年
十
月
）
、

「
式
日
詩
語
諸
富
写
本
に
召
人
レ
ら
れ
た
『
論
語
訳
文
』
　
の
中
の
『
一
本
』

と
『
田
本
』
に
つ
い
て
」
（
『
窺
文
　
第
二
十
三
号
』
昭
和
三
十
四
年
一

月
）
、
「
我
国
古
伝
論
語
諸
富
写
本
に
召
人
レ
ら
れ
た
論
語
訳
文
の
音
日
学

的
性
格
と
信
任
」
（
『
斯
文
　
第
二
十
八
号
』
昭
和
三
十
五
号
十
月
）
。

沼
本
克
明
「
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
の
字
音
注
記
の
出
典
に
つ
い
て
」

（
『
国
語
学
　
第
七
十
八
崇
』
昭
和
四
十
四
年
九
月
）
、
「
中
原
本
論
語
巻
第

四
・
八
に
引
用
さ
れ
た
論
語
訳
文
の
性
格
と
論
語
訓
読
に
於
る
影
響
に
つ

い
て
」
（
『
高
山
寺
古
訓
点
予
科
第
一
・
高
山
寺
資
料
責
書
第
九
冊
』
昭
和

五
十
五
年
二
月
）
。

第
〓
単
に
取
り
上
げ
た
金
沢
文
民
本
群
書
治
要
所
引
の
経
書
に
お
け
る

訓
読
法
の
異
同
と
漢
書
揚
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
失
点
と
重
点
と
の

訓
読
法
の
異
同
の
両
者
を
現
象
面
か
ら
見
れ
ば
差
異
は
見
出
せ
な
い
こ
と

に
な
る
が
、
第
l
茸
日
よ
り
用
ま
で
の
例
で
は
、
尚
書
・
孝
径
が
単
独
で

訓
読
さ
れ
る
場
合
の
専
用
の
注
は
孔
安
国
注
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
本
文
割
注
は
孔
安
国
注
と
は
異
な
り
、
こ
の

た
め
に
生
じ
た
異
同
例
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
訓
読
法
の
異
同
は
、
群
書

治
要
の
特
徴
と
も
理
解
さ
れ
、
尚
書
一
般
、
ま
た
は
孝
経
一
般
に
及
ぶ
も

の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第
〓
草
加
の
例
は
、
利
用
注
釈
書
の
時
代

差
か
ら
生
じ
た
異
同
例
と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
申
・
後
期
に
お
い
て
資
料

数
に
制
限
が
あ
る
が
、
礼
記
義
琉
の
訓
読
へ
の
利
用
は
、
時
代
が
降
っ
て

か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
か
ら
罪
〓
阜
初
の
異
同
例
を
把
握

で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注
1
1
　
沼
本
克
明
「
漢
籍
訓
点
資
料
記
載
の
字
音
－
漢
書
訓
点
資
料
の
場
合
－
』

（
『
国
語
国
文
　
竺
二
十
八
巻
第
八
号
』
昭
和
四
十
四
年
八
月
）
。

小
林
芳
規
「
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る
一
音
節
字
音
の
長
音

化
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
史
へ
の
道
』
土
井
先
生
頒
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会

扇
　
昭
和
五
十
六
年
六
月
）
。

注
1
2
　
注
釈
書
に
お
け
る
字
音
注
の
訓
読
へ
の
利
用
は
、

堅
L
［
…
絹
等

有
⊥
周
氏
之
醒
　
鰐

○
師
昔
日
…
…
婿
音
於
逗
反
　
（
本
文
顔
師
古
注
）

L

ナ

　

　

　

　

か

　

（

（

。

）

）

を

信
　
椒
団
（
人
名
）
之
呟
。
。
伝
　
令
　
（
2
7
）

L

O
師
昔
日
…
…
蝮
填
琴
一
昌
也
音
妾
　
（
本
文
顔
師
古
注
）

L

の
如
き
例
か
ら
「
L
」
印
の
対
応
に
よ
っ
て
確
め
ら
れ
、
反
切
注
・
同
音

字
注
が
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

和
訓
に
お
け
る
が
如
き
仮
名
字
音
注
の
訓
点
の
色
に
よ
る
異
同
例
は
、

誓
に
（
（
墾
ク
ツ
）
）
て
華
l
ス
極
。
－
1
ツ
イ
症
等
禦
1
5
9
）

○
晋
灼
日
鑓
音
躍
水
反
師
昔
日
…
…
鮭
音
丑
成
反
　
（
本
文
顔
師
古
注
）

L
L

O
異
音
子
佳
反
　
（
左
傍
寄
入
）

（
別
筆
）

○
訓
同
引
字
林
云
出
女
僅
反
「
文
選
注
子
罪
反
又
音
決
祖
罪
反
」
（
上

欄
番
人
）

の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
注
1
2
の
沼
本
克
明
氏
の
御
論
文
に
も
反

切
注
・
同
音
字
注
と
仮
名
字
音
注
と
の
相
関
関
係
に
密
接
な
も
の
が
あ
る

と
の
御
指
摘
が
あ
り
、
こ
の
例
か
ら
も
、
仮
名
字
音
注
の
異
同
の
背
景

に
、
注
釈
書
　
（
反
切
）
　
の
異
同
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
仮
名
字
音
注
の
異
同
例
が
少
な
い
上
、
本
注
初
掲
例
の
如

く
、
失
点
は
「
L
」
印
よ
り
顔
師
古
注
の
反
切
を
利
用
し
た
も
の
と
考
え
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ら
れ
る
が
、
合
せ
て
「
堅
」
の
音
注
を
付
し
て
二
通
の
字
音
を
当
て
て
い

る
と
認
め
ら
れ
、
墨
点
で
は
、
顔
師
古
注
の
反
切
と
漠
古
訓
露
の
反
切
と

を
傍
記
し
て
お
り
、
訓
読
に
お
け
る
字
音
と
利
用
注
釈
書
と
の
関
係
は
、

和
訓
に
見
る
が
如
き
関
係
に
比
較
す
れ
ば
か
な
り
栢
決
し
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
注
1
2
の
沼
本
克
明
氏
の
掬
論
文
で
は
、
昌
点
・
自

点
に
和
風
音
注
が
多
い
と
の
御
指
摘
が
あ
り
、
注
1
2
の
小
林
芳
規
先
生
の

叡
論
文
で
は
、
一
音
節
字
音
の
長
音
化
は
自
点
に
偏
っ
て
い
る
と
の
御
指

摘
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
、
字
音
の
問
題
は
、
和
訓
の
如
く
墨
点
と

他
の
色
の
訓
点
と
の
関
係
で
把
担
す
る
図
式
に
は
合
わ
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
字
音
に
お
い
て
も
、
注
釈
書
と
の
相
関
関
係
は
存
在
す
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦
二
年
点
に
お
け
る

字
音
の
問
題
に
考
察
を
加
え
、
和
訓
の
問
題
の
考
察
と
統
合
し
て
、
訓
読

の
様
相
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

注
1
3
　
例
え
ば
、
孝
経
の
場
合
、
績
投
神
社
蔵
古
文
孝
経
で
は
、
玉
篇
出
典
と

思
し
き
書
入
注
が
主
で
あ
り
、
仁
治
本
古
文
孝
経
で
は
、
孝
経
述
義
か
ら

の
書
入
注
は
存
在
す
る
も
の
の
、
経
典
釈
文
の
引
用
が
認
め
ら
れ
な
い
事

な
ど
が
あ
り
、
注
釈
活
動
と
訓
読
と
の
問
題
を
資
料
毎
に
個
別
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
昭
和
五
十
六
年
秋
期
国
語
学
会
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
き
加
算
し
た

も
の
で
あ
る
。
席
上
和
教
示
賜
っ
た
築
島
裕
先
生
・
石
塚
晴
迅
氏
に
厚
く
包
礼

申
し
上
げ
る
。
又
、
小
林
芳
規
先
生
に
は
終
始
釦
指
導
頂
い
た
。
記
し
て
深
謝

申
し
上
げ
る
。

－
　
広
島
大
学
大
学
院
学
生
－
－

n
U

4
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On Mori Hiromichi's Theory that Man'yogana UjMfrte)
in the Group a Volumes of Nihon-Shoki (H^SIfi)

were directly based on the Pronunciation of Chinese

Hirayama Hisao

According to Mori Hiromichi's theory, the Man'yogana used to trans-

cribe the poems in the group a volumes (vols. 14-19 and 24-27) were based

not on the Japanese Ow-readings of Chinese characters, but directly on the

pronunciation of the northern Chinese of the characters at that time. The

writer tries to criticize this theory as mentioned in Mori's article 'The Vowel

System of the Nara-Period Old Japanese' (Kokugogabu, No. 126, 1981) and

others. In the writer's view, the non-occurence of characters having some
phonetic features such as aspiration of consonants etc. in the group a which

Mori considers to reflect the trancsribers' avoidence and which therefore re-

gards as the strong basis for his theory, is likely to be a mere accidental phe-

nomenonand may not have any phonetic meaning. Moreover, he finds some

weak points in the explanations that Mori makes concerning the usage of

Man'yogana in the group a. The writer holds the view that Man'yogang

characters both in the groups a and fi (vols. 1-13, 22 and 23) were based

equally •Eon the •EO/j-readings, and that the distinctions found between them

might be due to the difference of attitudes in utilizing and selecting On-
readings.•E å  - •E

Kundoku (ill©!) Methods Used for 'Kanjo Yoyuden

(MW^Mli.) •ETenryaku-ni-nen-Ten (!^If-%&)'

Matsumoto Mitsutaka

For Kanjo Yoyuden Tenryaku-ni-nen-Ten, the shuten used for the kundoku

are based upon the Ganshiko method of annotation, whereas the bokuten are

based on the aforementioned Ganshiko method and oher three methods ; Kan-
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jokunsan, Kanjohokinshugi and the other made up of selections adopted from

prior annotation methods by Ganshiko. The backgrounds for these various
methods are the followings. For the kundoku used for the keisho, the tradi-

tion existed that Keitenshakumon together with a specialized form annotation

be used, as well as, at a later period, the use of So andSeigi. In the case of

the kundoku used for the shisho, a large number of annotation methods were

used ; while there was naturally a directly related annotation system, certain

books as well as a good number of annotation methods such as those which

did not relate directly were used to annotate. In other words, when compared

to the annotation of the keisho, it is considered that the annotation of the

shisho was more extensive. One can take into account that the above-mentioned

backgrounds exist in regard to the variance in the Kanjo Yoyuden mentioned

at the beginning.

On the the Birth of the Function of 'Cause
and Reason' in the Word 'Ahidani (53ic)'

Suzuki Megumu

Some essays and studies has been published about 'ahidani' in zuaka-

kanbun (ftHbiiX). tut we cannot help admitting that they lacked of the in-

vestigations in its function of 'cause and reason'. It is of great importance to

clarify its usage. In this paper, therefore, I gave careful considerations to the

period and the reasons: when and why the function was given to this word.

The result of my investigation is as follows.

As for the period, it has been commonly regarded that this function was

given to the word since what is called the medieval period in the history of

Japanese Language. However, since this usage is found in Teishinkski (M.it

å &IE)) Kuryaku (flM), ShOmonki (^P^IS), and other manuscripts, which were

written in the middle period of the Heian era (920-930 A. D.), it must be

admitted that this usage had already come into existence about one or one

and a half hundred years before the period in which we have so far accepted

that this usage appeared.

As for the reasons why this function was given to the word, it can be
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